
１ はじめに

雷丘は甘樫丘から続く丘陵地帯の先端に位置し、飛鳥

地域から藤原京一帯を一望できる高さ約２０�の独立丘

で、現在の高市郡明日香村雷に所在する。『万葉集』をは

じめ『日本書紀』や『日本霊異記』にも登場し、古代の

幹線道路である阿倍山田道と飛鳥川が交わる交通の要衝

に位置する。中世には山城として利用されていたことが

わかっており、文化庁の全国遺跡地図には「雷城」と記

載されている。また、周辺の調査で埴輪が出土すること

から、古墳の可能性も指摘されていた。

今回の発掘調査は、奈良県生活環境部風致保全課古都

管理係による雷丘の植栽整備に関わるものである。２００５

年９月２６日から３D測量による地形測量をおこなって現

状の記録をした後、１０月３日から発掘調査を開始し、１１

月２５日に終了した。調査面積は５０５�。

２ 周辺の調査成果

雷丘の周辺は、奈良文化財研究所および明日香村教育

委員会による発掘調査が継続的におこなわれてきたが

（図８６）、丘自体の調査は今回がはじめてである。

雷丘東方遺跡については、昭和４５年の発掘を端緒に、

小規模なものも含めて調査を重ね、飛鳥時代から平安時

代の計画的に配置された建物群などの存在を明らかにし

た。明日香村教育委員会の雷丘東方遺跡第３次調査（明

日香村教委１９８８『雷丘東方遺跡第３次調査概報』）では、「小治

田宮」と記された墨書土器が出土し、周辺調査の成果と

もあわせて、奈良時代から平安時代の小治田宮の可能性

が示唆された。

丘に隣接する調査は、小規模なものが多いが、丘の約

２０�北で行われた調査（明日香村１９８７）では７世紀前半と

みられる掘立柱建物を検出し、また南麓の雷内畑遺跡

（明日香村１９９４－１１次、１９９５－１５次）では７世紀中頃以降の

庭園遺構や掘立柱などが見つかっている。

雷丘の調査
�第１３９次

図８６ 調査区位置図
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３ 検出遺構

古代の遺構

SX４１９０ 南口を閉塞口とする横穴式石室（図８７）。主軸

はN－３４℃－Wと北で西に振れる。３段分の積石が残る

が、１段目は平積み、２段目以上は小口積みとなり、北

側の奥壁はドーム状に弧を描く積み方で、閉塞石は小口

積み。北壁幅０．２８�、最大幅０．４４�、東側壁長１．６２�、西

側壁長１．７２�、南壁幅０．３１�。掘形を掘って石を積み、

遺骸をおさめた後、南側に閉塞石を積んで埋めたと見ら

れる。床面には貼り石はなく、１０�程度の置土を敷く。

石室の南側は地山の落ちがテラス状になることから、墓

道の可能性もある。

SX４１９１ SX４１９０の西側に隣接し、その掘形を切って据

えられた石組み（図８７）。山城の造成時に西半分を削平さ

れた石室の可能性が高いが、後世に攪乱された石室の石

を転用して階段状にすえた可能性もある。

SX４１９２ SX４１９０の北東に隣接した小型石室。SX４１９０に

比べ石室床面が約５０�高く、切り合い関係は不明である

が、おそらくSX４１９０よりも新しいと思われる。山城の造

成時に大きく削平されたとみられ、基底石と床面の貼石

の一部しか残っておらず、北側は完全に壊されている。

N－８℃－Wと北で西にやや振れる。

中世の遺構（図４）

SX４１９３ 雷城の主廓。花崗岩の岩盤である地山を削り出

して約２５�四方の平坦面をつくる。この上で検出した遺

構は、北側と西側の耕作溝２条のみ。

SX４１９４ 雷城の副廓。やはり風化して柔らかくなった花

崗岩の岩盤を削り出す。東西約２０�、南北約８�。高さ

はSX４１９３より３０�ほど低い。

SD４１９５ 主廓SX４１９３と副廓SX４１９１を分ける空堀（図

６）。約４．５�幅で開削するが、急激に狭くなり、断面がV

字形を呈する。廓面からの深さ約２．５�。堀底の幅が１５�

ほどしかない、いわゆる薬研堀。丘の中軸線上に土橋状

の地山削り残し部分がある。土橋に登る踏み石は後世に

積んだと思われる。埋土から中世から近世の土師器、陶

磁器類が出土した。

０ １０�

０ ５�

H＝１１０．００m

３

２１

SX
４１９０

５

４

図８８ SX４１９０周辺包含層出土遺物
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図８９ SX４１９０・SX４１９１・SX４１９２（南から）
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SD４１９６ 主廓SX４１９３の東側をめぐる薬研堀。SD４１９５と

は違い、近世以降に埋め戻された可能性が高い。検出面

からの深さは約２�だが、削平されている可能性があ

る。やはり南側で土橋状の通路をもつ。

SX４１９８ 直径約１�の土坑。北側斜面の途中にあり、山

城の防衛施設に関わる可能性がある。 （神野 恵）

４ 出土遺物

古墳時代から近代に至る土器・陶磁器類、鉄製品、銅

銭、泥面子、砥石などが出土した。

鉄製品 包含層およびSD４１９５、SD４１９６から鉄釘が１１点

出土した。とくに小型石室周辺の包含層から出土した５

点は木棺に使われた可能性が高い（図８８）。釘頭を折り曲

げるものと円形の釘頭をもつものがある。

土器・土製品 古墳時代の遺物では埴輪が最も多く、土

師器甕、須恵器甕なども出土している。埴輪はトレンチ

の西側の斜面にとくに集中して出土したが、原位置をと

どめるものはない。飛鳥時代の遺物は、土師器杯A、杯

C、杯蓋、高杯、須恵器杯G蓋、杯H、高杯、壺、甕が小

型石室の周辺に偏って出土した。中近世の遺物は調査区

全体から出土し、かわらけ、陶磁器、土釜などがある。

ここでは本調査出土の円筒埴輪を中心に報告する。な

お、その年代観等については、川西宏幸１９７９「円筒埴輪

総論」『考古学雑誌』第６４巻２号に従う。

出土した埴輪の総点数は４９９点である。図９３の１は内

面にナナメハケ、外面にタテハケを施したのち、口縁端

部を外方に折り曲げ、ヨコナデする。端部外面に凹面を

もつ。２、４は口縁部端部外面に粘土紐を貼付けて面を

なすもの。２は内面にナナメハケ、外面にヨコハケを施

したのち、粘土紐を貼付ける。４は口縁端部に粘土紐を

貼付けた後、ハケメを施す。外面はタテハケのちヨコハ
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図９０ 第１３９次地形測量図と遺構平面図 １：６００
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図９２ SX４１９３・SX４１９４とSX４１９５（北東から）
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ケ、内面は口縁端部にのみヨコハケを施す。３は内面に

ヨコハケを施す。外面は突帯を挟んで下にタテハケ、上

にヨコハケを施したあと、ヘラ記号「×」を記す。丁寧

に貼付けられた突帯の断面形は四角形で凹面をもつ。５

は口縁部から二段目、６は三段目までが遺存する。いず

れも口縁端部に凹面をもち、突帯の断面形態はいびつな

台形を呈する。体部は粘土紐巻き上げ成形後、内面にナ

デ、外面にヨコハケを施す。突帯は粗雑なヨコナデによ

って接合しており、その際、体部内面に添えた指の痕跡

が残る。口径は５が１９．２�、６が２３．４�。７は基底部片。

内外面に基底部端部に向かってナデを施す。なお、本調

査で出土した基底部片は、いずれも同様の調整を施して

いる。

これら埴輪の年代観については、３は黄茶褐色で、突

帯も丁寧に形作り貼付けていること、黒斑が認められる

ことから、川西編年の�期（５世紀前半代）に比定でき

る。その他については、小型で断面形態が台形を呈する

突帯をもち、窖窯焼成のため無黒斑である。したがっ

て、川西編年Ⅴ期（６世紀前半）にその年代を求められ

る。同様の調整を施す埴輪は、雷丘東方遺跡（奈文研『飛

鳥・藤原宮跡発掘調査報告Ⅲ』）や山田道第２次調査でも出

土している。 （飛田恵美子）

５ まとめ

今回、雷丘本体の発掘調査の成果から、現在の雷丘は

中世の山城が築かれた時に、大規模に削られていること

がわかった。丘の麓でおこなわれた調査（東麓の７５－３次

南区や南麓の３７－１５次調査など）では、古代の遺構を検出し

ておらず、比較的浅いところで地山面に達しており、今

回の成果ともあわせて、古代の雷丘が現在よりも北、東

に大きかった可能性を示唆している。

本調査では、遺構として古墳の痕跡を検出することは

できなかったが、雷丘東方遺跡で出土する円筒埴輪と同

時期のものが多数出土したことは、５世紀後半から６世

紀前半の古墳群が雷丘の上に存在した可能性を示す。

また、削平をまぬがれた７世紀代の可能性が高い小型

石室を検出したことは、推古朝の小墾田宮の宮地とも関

連して興味深い。同時期に作られた緩勾配地の小型石室

は、天理市竜王山古墳群（奈良県立橿原考古学研究所編１９９３

『龍王山古墳群』）や葛城市當麻町三ツ塚古墳群（奈良県立

橿原考古学研究所編２００２『三ッ塚古墳群』）などに類例が求め

られるが、雷丘のような中枢部に近い場所に墓域が存在

することは、古代の飛鳥地域を考えるうえで重要な成果

といえよう。 （神野）
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図９３ 第１３９次調査出土埴輪 １：４
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